
令和4年度は, 「withコロナ」の言葉の下, 社会活動が

活発化しはじめた矢先に, ロシアのウクライナ侵攻に伴う

燃料や物価の高騰に見舞われ, 先行き不安な一年となり

ました。一方で, マスク着用や手洗い, 消毒などの感染症

対策を取りながらも, 総会やイベントなど対面での催しを

再び行えるようになったことについては, 喜ばしい思いで

いっぱいです。

国土交通省中部地方整備局との意見交換会も2年ぶ

りに対面で開催することができ, 有意義な情報交換の場

を持つことができました。また, 名古屋大学名誉教授の

浅岡顕先生には, 創立60周年事業で延期となっていた記

念講演を10月に実施した中部ミニフォーラムで行ってい

ただきました。これらが開催できたのは, 関係者各位, 参

加者, スタッフのご尽力の賜物だと感謝申し上げます。

なお, 今回の「土と岩」71号の中には, 意見交換会の議

事内容や中部ミニフォーラムの優秀論文2編などさまざ

まなイベントの概要を掲載しています。浅岡先生の記念

講演「弾塑性土質力学とは何か?」については, 創立60周

年記念誌「土と岩」70号に掲載させていただきました。

さて, コロナ禍においてわれわれ地質調査業の働き方

も大きく変わってきました。デスクワークやフィールドワー

クでリモートでの会議や検尺など, ITC（情報通信技術）

を取り入れながら業務の効率化, 生産性の向上に努めて

います。

上部団体である一般社団法人全国地質調査連合会で

は, 地質地盤データをいち早くデータベース化して蓄積

しており, 建設業界のDX（デジタルトランスフォーメー

ション）に貢献しています。

今回の「土と岩」71号では, 特集テーマとして『実践!私

たちの働き方改革』を掲載し, IT技術や職場環境, 余暇の

過ごし方, 女性の活躍など, さまざまな観点から新しい働

き方を紹介しています。業界の課題である担い手不足解

消のためにも, 若手技術者に魅力があり, 働きやすい職場

づくりに今後も協会員一同, 一丸となって取り組んでいき

ます。

日本各地では, 気候変動の影響による自然災害が激甚

化し頻発しています。今後30年以内に発生する確率が

70～80%と言われている南海トラフ巨大地震に備える

ためにも, インフラの最も上流部分を担うわれわれが, 専

門家の立場から地盤･地質を目視し今後起こりうる地質

リスクに備える必要があります。発注者や関係者各位に, 

より高品質の技術を提案できるよう, 日々努力していく所

存です。

一般社団法人中部地質調査業協会は, 正会員数58社, 

賛助会員8社, 愛知･岐阜･三重･静岡の4県支部協会で

活動しています。技術の研鑽を継続し, 種々の課題を克

服して業務の品質を高めるとともに, 新しい技術を習得

し, 地盤の専門家（ジオ･ドクター）として, 安心安全に暮

らせる国土形成のため, 重要な役割を担っていきます。

今後ともより一層のご支援ご指導を賜りますようお願

い申し上げます。

結びに, 「土と岩」71号発刊に伴い編集委員はじめ, 寄

稿いただいた先生方, 関係者各位に御礼申し上げます。

混沌とした社会情勢の中, 協会発足時から発刊を続ける

ことができたことに感謝し, 少しでも多くの方に拝読いた

だけることを望みます。
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